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1. 平成30年12月期第2四半期の業績（平成30年1月1日～平成30年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第2四半期 632 ― 104 ― 95 ― 64 ―

29年12月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第2四半期 13.61 ―

29年12月期第2四半期 ― ―

(注）１．当社は、平成29年12月期第２四半期については四半期財務諸表を作成していないため、平成29年12月期第２四半期の数値及び平成30年12月第２

　　　 　四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

　　 ２．当社は、平成30年３月１日付で普通株式１株につき400株の割合で株式分割を行っておりますが、当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと

　　　　 仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は平成30年12月期第２四半期においては非上場あり、

　　　　 期中平均株価が算定できないため、記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年12月期第2四半期 454 257 56.4

29年12月期 433 192 44.2

（参考）自己資本 30年12月期第2四半期 256百万円 29年12月期 191百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年12月期 ― 0.00

30年12月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,390 46.4 220 28.3 201 17.5 130 16.1 26.15

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　２．平成30年12月期（予想）の１株当たり当期純利益は、公募株式数（500,000株）を含めた自己株式控除後の期中平均発行済株式数により算出してお

　　　　ります。なお、当該株式数にはオーバーアロットメントによる売出しに関連する第三者割当増資分（最大138,000株）は含まれておりません。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期2Q 4,800,000 株 29年12月期 4,800,000 株

② 期末自己株式数 30年12月期2Q 40,000 株 29年12月期 40,000 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期2Q 4,760,000 株 29年12月期2Q ― 株

（注）１．当社は、平成30年３月１日付で普通株式１株につき400株の割合で株式分割を行っておりますが、前事業年度の期首に当該株式分割が行わ

　　　　　れたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

　　　２．当社は、平成29年12月期第２四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成29年12月期第２四半期における期中平均株式

　　　　　数（四半期累計）を記載しておりません。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用に当たっての注意事項などについては、添付資料２ページ「１.（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、国内においては企業収益の改善や雇用環境の改善を背景に、景気

は緩やかな回復基調で推移しております。一方で、米国の保護主義的な政策による貿易摩擦の懸念や、中東におけ

る原油情勢などのリスク要因も抱えており、経済の先行きは依然不透明な状況が続いております。 

 ＳＭＳ配信サービス業界におきましては、ＳＭＳ配信サービスの認知度が向上し、企業と個人の間でのコミュニ

ケーション手段としてＳＭＳの有用性を再認識する企業の増加に伴い、ＳＭＳ配信市場は急速な広がりをみせてお

ります。 

 このような状況の中、当社は国内の携帯電話事業者３社との直接回線接続、大量配信に耐えうるＳＭＳ配信シス

テムなどから海外ＳＭＳアグリゲーター、ＩＴ企業、コールセンター、人材サービス会社等からの支持を受け、業

界内でのポジションを確立しております。 

 当第２四半期累計期間におきましては、大手グローバル企業が国内向けに配信するＳＭＳを対象としたＳＭＰＰ

国際ゲートウェイサービスの有用性が海外ＳＭＳアグリゲーターに浸透し、新たな海外ＳＭＳアグリゲーター１社

とのＳＭＰＰ接続を開始したことにより配信数が増加しております。 

 国内企業向け直接販売におきましては、債権回収、人材サービス、ユーザーサポート等の分野でのＳＭＳ配信サ

ービスの利用の拡大に加えて、仮想通貨取引所や配車アプリなど新たな業界での利用の拡大により、順調に推移し

ております。また、販社・代理店におきましては、システム開発会社、マーケティング関連企業等の配信数が増加

したことにより堅調に推移しております。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間のＳＭＳ配信数は180百万通（対前年比78.4％増）、売上高は632,598千円、

営業利益は104,150千円、経常利益は95,233千円、四半期純利益は64,762千円となりました。 

 なお、当社はＳＭＳ配信サービス事業の単一セグメントであるため、セグメントの記載は省略しております。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期会計期間末の財政状態は、前事業年度末に比べて、四半期純利益の計上により純資産が64,762千円

増加し、財政状態は良好な状態で推移しております。 

資産、負債、純資産別の財政状態は以下のとおりです。 

（資産） 

 当第２四半期会計期間末の資産は、前事業年度末に比べて、21,222千円増加し454,762千円となりました。これ

は主に現金及び預金の増加25,011千円によるものです。

（負債） 

 当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べて、43,540千円減少し197,060千円となりました。これ

は主に未払法人税等の納付等による減少29,453千円、買掛金の減少15,154千円によるものです。

（純資産） 

 当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べて、64,762千円増加し257,701千円となりました。こ

れは四半期純利益の計上による利益剰余金の増加64,762千円によるものです。

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、前事業年度末に比

べて25,011千円増加し、248,118千円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は38,000千円となりました。収入の主な内訳は、税引前当期純利益95,233千円であ

り、支出の主な内訳は、法人税等の支払い60,461千円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は7,900千円となりました。支出の内訳は、ソフトウエアの開発による無形固定資

産の取得7,900千円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は5,088千円となりました。支出の内訳は、長期借入金の返済5,088千円でありま

す。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、平成30年７月26日の「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知

らせ」で公表しました業績予想に変更はありません。。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
（平成29年12月31日） 

当第２四半期会計期間 
（平成30年６月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 223,106 248,118 

売掛金 141,932 138,513 

未収消費税等 28,794 22,844 

その他 8,491 12,115 

流動資産合計 402,326 421,592 

固定資産    

有形固定資産 5,272 5,068 

無形固定資産 17,479 20,358 

投資その他の資産    

破産更生債権等 4 4 

貸倒引当金 △4 △4 

その他 8,462 7,743 

投資その他の資産合計 8,462 7,743 

固定資産合計 31,213 33,169 

資産合計 433,539 454,762 

負債の部    

流動負債    

買掛金 142,981 127,826 

1年内返済予定の長期借入金 10,176 10,176 

賞与引当金 － 4,250 

未払法人税等 60,461 31,008 

その他 11,034 12,939 

流動負債合計 224,653 186,200 

固定負債    

長期借入金 15,948 10,860 

固定負債合計 15,948 10,860 

負債合計 240,601 197,060 

純資産の部    

株主資本    

資本金 30,000 30,000 

利益剰余金 166,340 231,103 

自己株式 △4,500 △4,500 

株主資本合計 191,840 256,603 

新株予約権 1,098 1,098 

純資産合計 192,938 257,701 

負債純資産合計 433,539 454,762 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第２四半期累計期間 
(自 平成30年１月１日 

 至 平成30年６月30日) 

売上高 632,598 

売上原価 428,160 

売上総利益 204,438 

販売費及び一般管理費 100,287 

営業利益 104,150 

営業外収益  

受取利息 1 

還付加算金 71 

営業外収益合計 72 

営業外費用  

支払利息 215 

為替差損 4,449 

株式公開費用 4,325 

営業外費用合計 8,989 

経常利益 95,233 

税引前四半期純利益 95,233 

法人税、住民税及び事業税 27,875 

法人税等調整額 2,595 

法人税等合計 30,471 

四半期純利益 64,762 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

  （単位：千円） 

 
 当第２四半期累計期間 
(自 平成30年１月１日 

 至 平成30年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 95,233 

減価償却費 5,226 

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,250 

支払利息 570 

売上債権の増減額（△は増加） 3,419 

仕入債務の増減額（△は減少） △15,154 

前払費用の増減額（△は増加） △6,313 

未払金の増減額（△は減少） 3,583 

未払費用の増減額（△は減少） △1,024 

未収消費税等の増減額（△は増加） 5,949 

その他 3,289 

小計 99,031 

利息の受取額 1 

利息の支払額 △570 

法人税等の支払額 △60,461 

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,000 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

無形固定資産の取得による支出 △7,900 

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,900 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △5,088 

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,088 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 25,011 

現金及び現金同等物の期首残高 223,106 

現金及び現金同等物の四半期末残高 248,118 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報）

 当社は、ＳＭＳ配信サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象）

１．公募による新株式の発行及び自己株式の処分 

当社は、平成30年６月22日付で東京証券取引所マザーズへの新規上場を承認されました。当社は上場にあたり、

平成30年６月22日及び平成30年７月９日開催の取締役会において、新株式の発行及び自己株式の処分を決議し、平

成30年７月25日に払込が完了いたしました。概要は次のとおりであります。 

(１)募集株式の種類及び数 新株式の発行：当社普通株式  500,000株 

自己株式の処分：当社普通株式 40,000株 

(２)発行価格 １株につき770円 

(３)引受価額 １株につき708.4円 

(４)払込金額 １株につき586.5円 

この金額は、会社法上の払込金額であり、平成30年７月９日の取締役会において決

定された金額であります。 

(５)払込期日 平成30年７月25日 

(６)資本組入額 １株につき354.2円 

(７)発行価格の総額 415,800,000円 

(８)引受価額の総額 382,536,000円 

(９)払込金額の総額 316,710,000円 会社法上の払込金額の総額であります。 

(10)資本組入額の総額 177,100,000円 

(11)募集方法 一般募集（ブックビルディング方式による募集） 

(12)資金の使途 設備投資、借入金返済及び人材採用・育成に係る費用等として充当する予定であり

ます。 

 

２．第三者割当による新株式の発行 

当社は、平成30年６月22日付で東京証券取引所マザーズへの新規上場を承認されました。当社は上場にあたり、

平成30年６月22日及び平成30年７月９日開催の取締役会において、ＳＭＢＣ日興証券株式会社が行うオーバーアロ

ットメントによる当社株式の売出しに関連して、同社を割当先とする第三者割当による新株式の発行を次のとおり

決議いたしました。 

(１)募集株式の種類及び数 当社普通株式 138,000株 

(２)割当価格 １．公募による新株式の発行及び自己株式の処分(３)引受価額と同一であります。 

(３)払込金額 １．公募による新株式の発行及び自己株式の処分(４)払込金額と同一であります。 

(４)申込期日 平成30年８月27日 

(５)払込期日 平成30年８月28日 

(６)資本組入額 １株につき354.2円 

(７)割当価格の総額 97,759,200円 

(８)払込金額の総額 80,937,000円 会社法上の払込金額の総額であります。 

(９)資本組入額の総額 48,879,600円 

(10)割当先 ＳＭＢＣ日興証券株式会社 

(11)資金の使途 設備投資、借入金返済及び人材採用・育成に係る費用等として充当する予定であり

ます。 

(12)期日までに申し込みのない株式については、発行を打切るものとしております。 
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